
【ミニ研究会】新しい働き方に対応する人事管理を考える

このコロナ禍において働き方の多様化やリモート化が加速しております。今後、一人一人の能力発揮や貢
献を引き出すために、どのような人事管理の実践が必要となるでしょうか。特に昨今は人事制度の問題が
取り上げられますが、人事制度の設計・運用の巧拙は、従業員の納得感のみならず、組織のパフォーマン
スをも左右します。自社の人事管理における問題を特定し，解決するための要点はどこにあるのでしょうか。
この研究会では、こうした課題を考えるための人事管理のテーマを取りあげ、参加者同士の対話を通して
共に考え、学びあう場とします。また、自社の問題を考えるための着眼点や広い視野を得ていただく機会とし
ます。職位やキャリアに関わらず、本テーマに関心をお持ちの方の積極的なご参加をおすすめします。
※Zoomミーティングで90分×４回のセッションを実施します。（定員20名程度／代理出席可）

オンライン研究会(Zoomミーティング)のご案内

〈参 加 料〉1名につき 本会会員 27,500円 一般 38,500円（消費税込）

＊申込後のキャンセルについては、開催日の３営業日前からは受講料の30％、開催当日は100％のキャンセル料を申し受けます。
＊最低催行人数に達しない場合は中止もしくは延期させていただきます。中心の場合はご入金いただいた参加料を返金いたします。

〈参加要領〉
①本会ホームページ上で【WEB申込】をお願いします。
②担当よりZoomでの受講要領、請求書をお送りさせていただきます。
③開催の３営業日前までに受講用URLをお送りします。

＊受講上の留意点は、WEB申込のページに記載しております。
＊ご不明な点は下記までお問合せください。

１ 当協会ホームページにアクセス
https://www.noma.or.jp

２ 「セミナー/講座」を選択
３ 「NOMA 公開セミナー/行政管
理 講座 検索画面」をクリック

４ フリーワード欄に講座名の一部を
入力して検索

５ お申込み講座のページを開いて、
そのページ内でWEB申込

ＷＥＢ申込の方法①

次のお申込み講座のページを開いて、そのページ内でWEB申込 https://bit.ly/2OqW6A1

ＷＥＢ申込の方法②

〈お問合せ先〉一般社団法人日本経営協会 関西本部会員担当（浅川） E-mail asakawa@noma.or.jp
大阪市西区靱本町1-8-4 大阪科学技術センタービル5階 TEL 06-6443-6961（直通）

①日本経済新聞「やさしい経済学」で9月連載の「新たな時代の人事制度」を事前にお読みいただきます。
②各回の１週間前に次回の対話テーマを説明しますので、ご自身の意見をまとめたうえでご参加ください。
③当日は講師がコーディネーター役となってグループまたは全体での意見交流を中心にすすめます。また、
講師がコメントやまとめ講義を行います。

Zoomミーティングの日時 対話テーマ 内容

第１回 10月19日（月）
16：00～17：30

感染症時代の働き方
と職場コミュニケーション

今後を見据え、「働き方と職場コミュニケーションはどうなるか」「ど
んな課題が生じると想定されるか」について意見交流します。

第２回
10月26日（月）
16：00～17：30

組織の価値観と
人事理念のあり方

今後の雇用関係の変化をふまえ、自社の組織や従業員にどの
ような価値観や理念を浸透させるべきかを考えていただきます。

第３回
11月 9 日（月）
16：00～17：30

一人一人を活かす
人事制度

一人一人に期待する貢献・価値発揮を明示するための人事制
度の要件を整理していただきます（ジョブ型の有効性も含む）。

第４回
11月16日（月）
16：00～17：30

人事の役割変化
とスキルアップ

新しい人事管理を実践するうえでの役割やスキルを考えていた
だきます（※ただし、１～３回の状況を踏まえて内容を変更する場合があります。）

進め方

担当講師：江夏 幾多郎氏（神戸大学経済経営研究所 准教授）
1979年京都府生まれ。一橋大学商学部卒業、神戸大学大学院経営学研究科博士前期課程修了、一橋大学大学院商学研究科博士後期課
程単位取得退学。2009年に博士(商学:一橋大学)を取得。名古屋大学大学院経済学研究科准教授を経て、2019年9月より現職。専門は人
事管理論。
主な著書・論文に、『人事評価における「曖昧」と「納得」』(2014年、NHK出版新書)、『人事管理―人と組織、ともに活きるために』（2018年、有
斐閣、平野光俊氏との共著）、「処遇に対する公正感の背景―不透明な処遇を従業員はいかに受容するか」（2010年、『経営行動科学』に掲
載。第9回経営行動科学学会奨励研究賞）などがある。

ねらい

企業と従業員の関係の根底にあるのが人事制度ですが、そのあるべき姿については普遍的な正解がある
わけではなく、企業と従業員が知恵と想いを出し合い、その都度合意を作らなければなりません。
この研究会は、各回のテーマについて、ご自身の意見を自分なりの言葉で表現していただく場とします。そ
んなに磨き上げられた言葉でなくてもよいので、「自分が何に困っているのか」「何をおかしいと思っているのか」
「どうしたいのか」について事前に考え、「それがなぜなのか」とともになるだけ言葉で表現して欲しいと思います。

講師
からの
言葉

https://www.noma.or.jp/
https://bit.ly/2OqW6A1
mailto:asakawa@noma.or.jp

